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定 期 監 査 結 果 報 告 書

地方自治法第１９９条第４項の規定による定期監査の結果は、次のとおりである。

１ 監査の対象

平成２５年度における財務に関する事務の執行、経営に係る事業の管理が効率的に

行われているかについて、本年度執行予定の事業計画や課題と対照させながら、すべ

ての課等を対象とし、美馬市監査実施計画に基づき決算審査に併行して実施した。

２ 監査の期日

平成２６年７月２５日から平成２６年７月３１日まで

３ 監査の方法

各課等から定期監査調書及び付属資料等の提出を求め、関係部課長等から事情を聴

取し、併せて関係諸帳簿及び書類等について調査し、監査を行った。

４ 監査の結果

監査の結果、財務に関する事務の執行、経営に係る事業の管理は、概ね適正に行わ

れているものと認められたが、その一部において、次のとおり要望事項が認められる

ので適切な措置を講じられたい。なお、軽易な事項については、その都度関係者に改

善又は検討を要望した。

５ 要望事項

① 水道部 業務課

今後も設備投資はしていかなければならないが、人口が減少していく中で料金収



入等が減少することを考慮し、長期的な展望を持って運営していただきたい。

② 企画総務部 総務課（財政担当）

人口は減少傾向にあり税収等の自主財源が今後減少していくことが見込まれる。

危機感や問題意識を持った上で、長期的な展望を見据えた財政運営をしていただき

たい。また、常に国や県の施策や動向の把握に努めていただきたい。

③ 企画総務部 秘書課（人事担当）

臨時職員が増えてきているが、正規職員が少ない職場においては過度の精神的な

負担がかからないような方策を考えていただきたい。また、基本的な研修について

は、一部の職員に偏ることなく平準化してほしい。そして、研修についてはその効

果について検証を行い、適正な職員管理に努めていただきたい。

④ 企画総務部 税務課

不納欠損について、住所不明者などは早期に発見すれば防ぐことができるので、

早めに対応していただきたい。生活困窮者に関しても難しいところがあるが、常に

完納者との公平性を考慮しながら対応していただきたい。

⑤ 教育委員会事務局 文化・スポーツ課

社会教育指導員の啓発活動について、美馬市の社会教育の充実のために創意工夫

に努めていただきたい。

⑥ 教育委員会事務局 教育総務課

幼稚園の臨時職員と正規職員とでは責任の重さが違うので、そこを考慮し対応し

ていただきたい。



⑦ 消防本部

救急救命の研修など必要な研修については積極的に参加していただきたい。

⑧ 市民環境部 市民・人権課

戸籍総合システム保守委託料など随意に契約を結んでいるものに関しては、業者

と交渉し金額をできる限り抑えていただきたい。

⑨ 市民環境部 ふるさと振興課（情報担当）

自主放送番組作成委託料など随意に契約を結んでいるものが多いので、業者と交

渉し金額をできる限り抑えていただきたい。

⑩ 建設建設部 農林課（農政担当）

ミマコンポストの施設が老朽化している中で、今後の運営について市としてどの

ように関与していくのかを検討していただきたい。

⑪ 保険福祉部 長寿・障がい福祉課（高齢・介護保険担当）

ひかり荘の施設が老朽化している中で、今後の運営について市としてどのように

関与していくのかを考えておいていただきたい。また、社会福祉協議会等に委託し

ている事業について、執行内容の精査をしていただきたい。

⑫ 保険福祉部 子どもすこやか課

保育料の不納欠損について、早期にその要因を発見し、今後不納欠損にならない

よう対応していただきたい。

⑬ 保険福祉部 各保育所

正規職員よりも臨時職員が多くなっている状況だが、臨時職員の管理に気をつけ

ながら運営していただきたい。


